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【実践1】 1

阿部朱理・中川佑紀（金沢大学人間

社会学域学校教育学類附属小学

校）・深澤のぞみ（金沢子どもスタ

ディサポート）

「おたより」を活用した全教科・活動横断型学習の取り組み

【実践2】 2
百瀬千里・加藤美乃里（松本市子ど

も日本語教育センター ）

生活・学習のための4技能の総合的教材の開発とその活用
―子どもが進んで取り組む日本語学習を目指して―

【実践3】 3
生田佳澄（静岡県沼津市立開北小
学校）

CLD 児の学習意欲を高める絵本等の多読プロジェクト
―沼津市立開北小学校・第一小学校・沢田小学校 Umi(国際室)の実践事例―

【実践4】 4
河合さよ子（京都教育大学大学院連

合教職実践研究科大学院生）

多様な言語文化背景をもつ子どものための国語科教育実践
―自身の経験を捉え直し可能性を伸長するための一提案―

【実践5】 5 築樋博子（豊橋市教育委員会）
豊橋市の初期支援コース「みらい」が果たす役割について
―開設 6 年目の成果と課題―

【実践6】 6 河野俊之（横浜国立大学）
スクールデー実践Ｃで何を学んだか
―「求められる具体的な力」に基づいて―

【研究1】 7 川田麻記（桜美林大学）
複言語環境で育つ就学前幼児と保護者を地域で支えるために必要なこと
―プレスクール事業の実施・改善に向けた文献調査から―
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【実践7】 1
草谷緑（株式会社 ＮＨＫエデュケー

ショナル）

一斉授業と日本語支援:アイデア共有の可能性を探る
―NHK for School「ツールボックス」制作を通して見えてきたもの―

【実践8】 2
栗林恭子・西尾淳（松本市子ども日

本語教育センター）

散在地域でいかに持続可能な日本語支援を実現するか
―関係機関との連携を模索した松本市子ども日本語教育センターの
 14 年間の挑戦―

【実践9】 3  田中奈季(福岡市立東箱崎小学校)
教科と日本語の統合学習における支援の工夫
―JSL 国語科1年生「うみのかくれんぼ」の授業実践を通して―

【実践10】 4
中村夏帆・宇都宮由佳（岩倉市立南

部中学校 ）

書くことが好きな生徒の育成を目指して
―母語で読み書きができない生徒への日本語指導と多読の実践から―

【実践11】 5 古橋水無（浜松市教育委員会）
初期日本語指導拠点校「江南教室」の役割
―学び方を知り、未来を見据える力を育む―

【実践12】 6

米本和弘・齋藤ひろみ・見世千賀子・小西円・谷

啓子・工藤聖子（東京学芸大学）、原瑞穂（上

越教育大学）、市瀬智紀（宮城教育大学）、河

野俊之（横浜国立大学）

高等学校の日本語指導担当者のための研修の試み
―「特別の教育課程」制度導入による研修のニーズ―

【研究2】 7
松隈杏梨（早稲田大学早稲田大学

大学院日本語教育研究科院生）

学校教員による外国につながる子どもへの日本語指導に必要なこととは何か
―日本語指導員と新任学校教員の意識の違いに着目して―
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